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研究成果の概要（和文）：本研究では、とりわけ18世紀啓蒙期から近代産業化、21世紀現在に至るまでの文献
（主に思想と表象）を系譜学的に辿り直し、批判的な考察を加えつつ、カタストロフィの概念の規定や解釈の比
較、表象の分析を行った。また、こうした課題の探究を科学的客観知と当事者の主観的経験によって掘り下げる
ために、カタストロフィをめぐる社会科学・自然科学との学術連携を行い、カタストロフィの当事者の語りと記
憶に哲学的考察を加えた。カタストロフィに関する思想と表象に関する共同研究の成果は、日本語・フランス
語・英語で多数公表され（雑誌論文16件、図書12件）、学会発表（25件）も活発におこなわれた。

研究成果の概要（英文）：Our research achievements consist to analyze the concept, interpretation, 
representation of catastrophe. We traced the history of the documents on catastrophe (especially in 
philosophy and literature) from the 18th century to the present. In order to explore the problem of 
catastrophe, we tried to collaborate more effectively with scholars or researchers in social and 
natural science, and to deepen our consideration of narratives and memories of disaster victims. The
 research results were released in Japanese, French or English in many publications (16 articles, 12
 books), at academic meetings (25 presentations).

研究分野：思想史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 フランス思想・文学研究に従事する応募者
らは、「3.11」以後、独自にカタストロフィや
震災の問題に関する予備的研究を続けてき
た。西山は首都大学東京において共同研究
「カタストロフィと人文学」を主宰し、同名
の国際会議（パリ日本文化会館）を開催した。
佐藤は原子力・放射能の問題に関する哲学的
な考察を進め、シンポジウム「災害と文学」
（東京大学）で発表を行った。田口は宇都宮
大学多文化公共圏センターの福島乳幼児・妊
産婦支援プロジェクト活動などを通じて震
災当事者の支援に携わってきた。渡名喜は東
洋大学国際哲学研究センター主催の連続講
演会「ポスト福島の哲学」に携わり、哲学者
J-L・ナンシーの『フクシマの後で』の翻訳を
行った。 
 東日本大震災後、自然科学や社会科学の分
野では具体的な研究や提言が進められてい
るが、文献学的方法に立脚する人文学からの
研究はほとんど進んでいなかった。国内では、
文学作家・批評家らのエッセイ、研究者によ
る論集やシンポジウム、商業誌の特集号など
はあるが、本格的な学術研究はまだ不十分で
あった。他方、欧米においては、人文学に基
づくカタストロフィ研究・災害研究・リスク
研究が 1980 年代からかなり進展している。
自然災害から産業事故、疫病や環境変動とい
った諸事象が検討され、「3.11」に対する分析
も多い。だが、そうしたカタストロフィ研究
の成果は未だ日本に紹介されてはいない。個
別的な研究を進めてきた応募者 4名は、日本
での具体的経験を基にした哲学的考察を長
い歴史的視座で練り直し、既に蓄積されてき
た国外の学術研究との接続を図ることで、人
文学的なカタストロフィ研究を本格的に組
織化すべきと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
 
 カタストロフィは、人間、自然、文明、歴
史、進歩といった概念や現実の根本的な再考
を促す歴史的契機である。本研究の目的は、
主に人文学の文献や理論の検討、実地調査に
もとづいて、カタストロフィと人間の関係を
根本的に問うことにある。本研究で展開させ
るべき具体的な課題は以下の通りである。 
①カタストロフィに関する人文学的研究（主
にカタストロフィの思想と表象の比較・分
析） 
②カタストロフィをめぐる社会科学・自然科
学との学術連携（主に哲学・倫理的問題の批
判的考察） 
③カタストロフィの当事者の語りと記憶（当
事者の経験の哲学的考察） 
 これら三つの課題に即して、本研究は第一
に、カタストロフィと人間の関係を理論的に
解明する。自然科学は個々の災害の物理的原
因やメカニズムを、社会科学はその社会への

影響や相互関係を明らかにする。これに対し
て、人文学的研究は人間がカタストロフィを
いかに解釈し思考し表象してきたのかを考
察することで、人間と自然、人間と技術の在
り方を根底的に問うことができる。第二に、
本研究は、日本に十分に紹介されていない国
内外（主に英語・仏語・独語圏）のカタスト
ロフィ研究の成果を分析・整理する。第三に、
先行研究の批判的検討を通じて、また他の学
問分野との学術交流によって、カタストロフ
ィの人文学的研究に理論的・実践的な広がり
をもたせる。日本ではほぼ未成熟なカタスト
ロフィの人文学的研究の視座や可能性を呈
示することが本研究の最終的な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の主たる課題は①カタストロフィ
に関する人文学的研究である。とりわけ 18
世紀啓蒙期から近代産業化、21世紀現在に至
るまでの文献（主に思想と表象の専門分野）
を系譜学的に辿り直し、批判的な考察を加え
つつ、カタストロフィの概念の規定や解釈の
比較、表象の分析を行った。また、課題①の
探究を科学的客観知と当事者の主観的経験
によって掘り下げるために、②カタストロフ
ィをめぐる社会科学・自然科学との学術連携
を行い、③カタストロフィの当事者の語りと
記憶に哲学的考察を加えた。 
 研究は東京での研究会とワークショップ、
パリなどでの国際会議などを通じて実施さ
れた。国内・海外の研究機関・研究者と学際
的に連携しつつ、カタストロフィをめぐる人
文学的研究のネットワーク形成を目指した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、これまでの人文学におけるカ
タストロフィ研究の進捗および布置を主に
英語・仏語・独語文献を通じて調査し、批判
的な考察を加えた。主に参照されるのは、①
思想（哲学、倫理学、科学哲学、社会思想史）、
②表象（文学、表象文化論、メディア研究）
の分野である。カタストロフィに関する思想
と表象に関する共同研究の成果は、日本語・
フランス語・英語で多数公表され（雑誌論文
16 件、図書 12 件）、学会発表（25 件）も活
発におこなわれた。 
 
（1）佐藤嘉幸・田口卓臣『脱原発の哲学』 
佐藤・田口は『脱原発の哲学』を刊行し、科
学、技術、政治、経済、文学、歴史、環境と
いったさまざまな角度から、原発と核エネル
ギーの諸問題を哲学的に論じ切った。結論で
は、ヨナス、アンダース、デリダらの思想を
援用しつつ、脱原発と脱被爆への切迫性を説
き、日本の来たるべき民主主義への方途を描
き出した。この画期的著作は大きな社会的反
響を呼んだ。「ル・モンド」紙や「朝日新聞」
「信濃毎日新聞」など各誌で好意的な書評が



発表された。関連する講演会や対談が多数実
施された。2016年 4月の国際会議「フクシマ
後の例外状態」（日仏会館（東京））、2018 年
3 月の国際会議「フクシマ以後いかなる哲学
が可能か」（フライブルク（ドイツ））などで
ある。本研究グループの主催でも、2016 年
11月、慶應義塾大学にて、小出裕章や岩田渉
といった専門家を招聘して合評会をおこな
った。また、2018年 3月、パリの東洋言語文
化大学にて、合評会をおこない、学術的交
流・議論を深めることができた。数々の討論
の集成は、『『脱原発の哲学』を読む』（読書
人）として公刊された。 
 
（2）Rue Descartes誌・日本特集号 
西山雄二の責任編集にて、国際哲学コレージ
ュの定期刊行誌「デカルト通り」第 88 号で
日本特集号「福島以後、今日の日本で哲学す
ること」が組まれた。日本・フランス・アメ
リカなど、各国の研究協力者との共同によっ
て、とりわけ 18世紀啓蒙期から近代産業化、
21 世紀現在に至るまでの文献を系譜学的に
辿り直し、批判的な考察を加えつつ、カタス
トロフィの概念の規定や解釈の比較、表象の
分析がおこなわれた。また、西山は英語単著
Imagining an Abandoned Land, Listening to the 
Departed after Fukushima を公刊した。 
 
（3）田口卓臣『原発避難と創発的支援』 
田口は、原発避難の支援者（特に自治体、中
間支援組織）の証言をまとめ、共著書として
刊行した（『原発避難と創発的支援』本の泉
社）。また、3.11 の複合的カタストロフィの
側面に着目し、伊勢真一監督のドキュメンタ
リー映画『傍（かたわら）』の映画評を執筆
した（『21 世紀を生きのびるためのドキュメ
ンタリー映画カタログ』キネマ旬報）。また、
カタストロフィとしての水俣病事件を描き
続けた作家・石牟礼道子氏へのインタビュー
記録『現代作家アーカイヴ２』を出版した。 
 
（4）渡名喜庸哲・森元庸介編『カタストロ
フからの哲学』 
渡名喜庸哲は、『カタストロフからの哲学』
を刊行し、現代フランスの思想家ジャン=ピ
エール・デュピュイの哲学をめぐって、現代
文明の破綻を自覚した上で、知と行為のルー
プをいかに再考すればいいのかを問うた。ま
た、渡名喜は、ヴォルテール『カンディード』
新訳に際して、論考「リスボン大震災に寄せ
る詩」から『カンディード』へ」を執筆し、
カタストロフィ表象の論点をアクチャルな
視点で読み解いた。 
 
（5）日本語・フランス語・英語での学会発
表 
本研究グループの全員が国内外で日本語・フ
ランス語・英語での学会発表を多数おこなっ
た点は注目すべき成果である。中堅研究者に
よって組織される本研究は中長期的な展開

を目指し、双方向的な国際的な研究ネットワ
ークの形成を目指してきた。 
 
（6）今後の課題 
本研究は人文系の研究者で構成されている
が、多様な要素からなるカタストロフィ研究
には学際的連携が欠かせない。人文学系のカ
タストロフィ研究を確立すると同時に、自然
科学・社会科学などの関連研究との交流はま
だ展開の余地があるだろう。 
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